
 

- 41 - 

 

テーマＡ 【中学校 数学】 

                            武雄市立川登中学校 教諭 小園 絵美 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈キーワード〉 ①学習スキル  ②獲得度  ③問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力 

 

１ 研究の目標 

  問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力を育成するために，学習スキルを意識して問題

解決に取り組ませる学習指導の在り方を探る。 

 

２ 目標設定の趣旨 

 中央教育審議会は，「教育課程企画特別部会 論点整理」において，子供に育成すべき資質・能力

の１つの柱として，「知っていること・できることをどう使うか」を挙げ，知識・技能を適切に組み

合わせて，それらを活用しながら問題を解決していくために必要となる思考力の育成が重要であると

述べている。中学校学習指導要領解説数学編においては，数学的に考える力を育むとともに，数学を

適切に活用するために，その方法を身に付ける必要があると示されている。 

平成27年度佐賀県小・中学校学習状況調査［12月調査］のWeb 報告書を見ると，活用に関する問題

の正答率は，中学１年生48.1％，中学２年生45.1％であり，中学１年生では設問５問中２問で，中学

２年生では５問中３問で，おおむね達成の基準を下回っていた。 

これまでの自分の授業実践を振り返ってみると，知識や技能を活用する問題においては，情報と知

識や技能をつなげながら説明し，黒板で解き方を示す方法を取っていた。これにより，生徒は，数値

を変えただけの例題に近い問題は自力で解くことができるが，目新しい問題では，解決に必要な知識

や技能を習得しているにも関わらず，問題にどう対応してよいか分からないという状況が見られた。

このことは，テストでの無解答にもつながっていたと考えらえる。自力解決とまではいかなくても，

新しい問題に出会ったときに自分なりに解決に向けて取り組ませたいと考える。 

布川和彦は，問題解決の過程を，「問題場面の理解が変容することで，自分の持っている算数・数

学の知識と問題場面との接点を探っていくこと」(1)とし，問題場面の理解の変容を促すために，生徒

が自分で問題に働き掛けていくことが必要であると述べている。問題に働き掛け，新しい関係性に気

付いたり補助的な問いを見付けたりしていくことで，問題の中の情報と既習の知識や技能がつながり

解決に近付いていくことになる。このことを踏まえ，生徒が新しい問題に出会ったときに自ら解決に

向けて取り組むようになるには，問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成が必要で

あると考えた。この力を本研究における思考力と捉える。 

市川伸一は，問題を解決することができるかは，「状況を図に表し，それを使って考える」「定義に

立ち返って考える」などの学習スキルを習得しているかに影響しているとした。市川が示した学習ス

キルと同一と考えられるものに，方略やストラテジーがあり，それらはいくつかの文献でその有効性

が証明されている。ポリアは，問題を解くときの問いや注意をリストにして示しており，「学生が手

 問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成を目指し，学習スキルを意識して問題解

決に取り組ませる学習指導の在り方を探った。例題の解決において，学習スキルを使って考えたり使

った学習スキルを確認したりする活動に取り組ませることで，学習スキルを「どう使えばよいのか」

に対する知識を獲得させ，使うことの有効性を感じさせること（＝学習スキルの獲得度を上げること

とする）ができた。それにより，自分で学習スキルを使って問題に働き掛け，問題の中の情報と既習

の知識や技能をつなげていく生徒が増えた。 

 
要   旨 
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近な問題を解くのを助けること」(2)，「学生が将来自分で問題を解く能力を養うこと」(3)につながる

と述べている。 

熊倉茂樹は，「問題に何かしらの情報が包含されていると考えると，それを引き出すことで解決主

体の数学的知識の想起を促し，情報と知識の結び付きを作るための媒介としてストラテジーが機能し

ている」(4)と述べており，学習スキルが，問題の中の情報と既習の知識や技能をつなげるものとして

生徒が自分で問題に働き掛けるための道具になり得ることを示している。 

しかし，現状では，学習スキルは，教師が問題の解き方を説明したり助言を与えたりする際には使

われているが，生徒が自分で問題を解決しようとする場面では，そのほとんどが自発的には使われて

いないと感じる。生徒が学習スキルを使っているときは，無意識的であり，解き方としてそのまま覚

えている状態であると考える。 

三宮真智子は，学習スキルについて，学習者自身が自発的に利用しない理由として，①「いつ・ど

のような場面で使えるのか」という適用条件の知識，②使いこなす技能，③使うことの有効性の実感

が，学習者に足りないことを述べている。このことは，生徒が，学習スキルについて「どんな時に使

えて」「どう使えばよいのか」に対する知識をもっていて，使うことに有効性を感じていれば，自発

的に使って問題に働き掛けるようになることを示している。しかし，学習スキルを自分で選択して使

えるには，長い期間での積み重ねが必要である。そこで，まずは，学習スキルの使い方が分かり，

「学習スキルを使ってよかった」と感じる経験をもたせることが必要であると考えた。そのために，

問題解決の際に，学習スキルを意識して取り組ませることとする。今まで無意識的に使われていたも

のを学習スキルとして捉えさせるために，一覧表にして提示する。例題の解決において，その中の学

習スキルを使って考えたり，使った学習スキルを確認したりする活動に取り組ませる。それらの活動

を通して，学習スキルを「どう使えばよいのか」に対する知識を獲得し，使うことの有効性を感じさ

せることができると考える。これを，学習スキルの獲得度を上げることとする。これにより，問題に

どう対応してよいか分からない生徒が，学習スキルを使って問題に働き掛けるようになり，問題の中

の情報と既習の知識や技能をつなげ，自ら解決に向けて取り組んでいくことができると考える。 

そこで，本研究では，研究テーマ，研究課題を受け，学習スキルを意識して問題解決に取り組ませ

る学習指導を通して，問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成を図ることとする。 

 

３ 研究の仮説 

  例題の解決において，学習スキルを使って考えたり使った学習スキルを確認したりする活動を行え

ば，学習スキルの獲得度が上がり，問題の中の情報と既習の知識や技能をつなげることができるよう

になるであろう。 

 

４ 研究方法 

 (1) 思考の過程や思考力，学習スキル等に関する理論研究 

 (2) 実態調査とその結果を基にした指導計画の作成 

 (3) 授業実践及び考察，仮説の有効性の検証 

 

５ 研究内容 

(1) 思考の過程や思考力の育成，学習スキル等に関する文献や先行研究を基に理論研究を行う。 

 (2) 生徒の実態を把握し，それを基に指導計画を作成する。 

 (3) 授業実践を行い，ワークシートや小テストの結果を考察する。仮説の有効性を検証する。 
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６ 研究の実際１（実践化への手立て） 

(1) 文献等による理論研究 

学習スキルを「どう使えばよいのか」に対する知識を獲得することについて，野中郁次郎・紺野

登が示した知識創造のプロセスを示すSECIモデル（図１）に当てはめて考える。これまでの実践で

は，生徒にとって学習スキルは，使われている場面はあるが無意識的であり，言葉として表されて

いない状態（共同化）であった。学習スキルが，一覧表として示されることで形として表され（表

出化），それらを実際に使って考えたり，確認したりすることによって，一覧表で示されたことと

経験が結び付くこと（連結化）になると捉える。そこから，その学習スキルを「どう使えばよいの

か」に対する知識をもち，問題解決の場面に合わせて取り出せる状態（内面化）に進むと考えられ

る。 

(2) 具体的な手立て 

ア 「数学の技」一覧表 

学習スキルは，問題の中の情報と既習の知識や技能をつなげるものであり，それを使って問

題に働き掛けることで，新しい関係性に気付いたり，補助的な問いを見付けたりしていくこと

ができると考える。これらの観点から，６個の学習スキルを一覧表にまとめ，「数学の技」とし

て，生徒に提

示した（資料

１）。一覧表

に，「どんな時

に 使 え る の

か」，「どう使

え ば よ い の

か」を言葉で

示すことで，

生徒が自分で

選んだり使っ

て考えたりす

る際の指針と

なるようにし

た い と 考 え

た。 

 

 共同化 

（Socialization） 

表出化 

（Externalization） 

連結化 

（Combination） 

内面化 

（Internalization） 

知
識
創
造
の 

プ
ロ
セ
ス 

教師から生徒，親から子な

ど，言葉ではなく共有される

経験を通して受け継がれる知

識としてある状態 

誰にでも分かるように言語化

された状態 

すでにある知識と体系的に結

び付き，再構成された状態 

実験・経験を繰り返すことで，知

識が自分自身のものとして取り入

れられた状態 

学
習
ス
キ
ル
に
つ
い
て 

使
い
方
に
対
す
る
知
識 

を
獲
得
す
る
プ
ロ
セ
ス 

学習スキルについて，教師の

説明の中に出てきたり解き方

として覚えていたりと，使っ

ている場面はあるが無意識的

である。 

学習スキルが一覧表として示

されることで，形として表さ

れる。 

問題解決の場面で実際に学習

スキルを使って考えたり，確

認したりすることで，一覧表

で示されたことと経験が結び

付く。 

学習スキルを「どう使えばよいの

か」に対する知識をもち，問題解

決の場面に合わせて取り出せる。 

図１ SECIモデル 

資料１ 「数学の技」一覧表 
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イ 学習スキルを使って考えたり使った学習スキルを確認したりする活動 

    例題を示し，与えられた条件や求めたいものについて押さえた後，一覧表の「どんな時に使え

るのか」を参考に，どの学習スキルが使えそうかを考えさせる。生徒が選んだ学習スキルを黒板

に提示し，「どう使えばよいのか」を具体的に伝えながら，解決の見通しをもたせ，問題に取り

組ませる。実際に学習スキルを使って考えることで，「どう使えばよいのか」に対する知識につ

いて，一覧表で示されたことと経験が結び付くことになる。問題解決を行った後，どの学習スキ

ルをどう使って考えたかを，全体で振り返る。その中で，学習スキルを「どう使えばよいのか」

に対する知識を確認し，使うことが問題解決に役立っていることを感じさせる。 

 (3) 生徒の思考力を高める数学科の学習過程 

   本研究での思考力を育成するために，学習スキルに着目した。生徒が，学習スキルを使って問題

に働き掛けるようになることで，新しい関係性に気付いたり補助的な問いを見付けたりすることが

でき，問題の中の情報が既習の知

識や技能とつながっていくと考え

る。そのために，例題の解決にお

いて，一覧表からどの学習スキル

が使えそうかを考えさせ，学習ス

キルを使って問題に取り組ませ

る。解決後に，学習スキルをどう

使って考えたかを振り返らせる。

それにより，学習スキルを「どう

使えばよいのか」に対する知識を

獲得させ，使うことの有効性を感

じさせたいと考える（図２）。 

 (4) 検証の視点 

  ア 学習スキルの獲得度の上昇について【検証の視点Ⅰ】 

    学習スキルを意識して問題解決に取り組んだことが，学習スキルの獲得度を上げることにつな

がったか。 

  イ 問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成について【検証の視点Ⅱ】 

    自分で問題に取り組む際に，問題の中の情報と既習の知識や技能をつなげることができたか。 

 

７ 研究の実際２（授業実践を通しての結果） 

(1) 授業の位置付け 

      第２学年の「図形と性質の証明」（全17時間）の第７時で検証授業を行い，直角三角形の合同条

件を使って図形の性質を証明する問題について扱った。ここでは，仮定から結論が導かれるまでを

筋道立てて説明するために，既習内容である平行線と角の性質などを根拠として使っていくことに

なる。三角形の合同条件を使った証明をすでに学習しているが，苦手意識をもっている生徒が多く

事前テストからは，どのように証明を考えたらよいか分からないという様子が見られた。 

そこで，例題で，証明の構想や方針を立てる際に，「求めたいことからさかのぼる」，「絵や図で

表す」スキルを使って考えさせる。それにより，合同であることを示さなければならない三角形の

組や証明に必要な等しい辺や角を見付けやすくなる。例題を解決した後，使った学習スキルについ

て振り返らせる。これらの取組で，どのように証明を考えればよいのか分からなかった生徒が，学

習スキルを使って働き掛けるようになれば，見通しをもって証明を書くことができると考えた。 

図２ 生徒の思考力を高める学習過程 
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(2) 授業の実際 

  ア 単元名 図形の性質と証明 

  イ 本時の目標 

    直角三角形の合同条件を使って，図形の性質を証明することができる。 

  ウ 授業記録（研究に関わる手立て   囲み） 

学習活動と教師の働き掛け 生徒の反応 

○音声練習シートを使ったペア学習で，証明の根拠となる事柄を押さえる。 

 

○学習問題を知る。 

 

 

 

 

○どのように証明すればいいのかを個人で考える。 

 

Ｔ：証明をどう進めていけばいいのか分からなかった人は，どんなところでつまずいた

のかな。 

Ｔ：「数学の技」を使って考えることで，どの三角形を使えばいいのかや合同条件を考

えるヒントになるよ。 

 

○どの「数学の技」が使えそうか考える。 

 

Ｔ：どの数学の技が使えそう？「どんな時に使えるか」を読んで考えるといいよ。 

Ｔ：２番の「絵や図で表す」はすでに使っている人がいたね。他には？ 

Ｔ：１番の「求めたいことからさかのぼる」も使えそうだね。 

 

○「数学の技」を使って，どのように証明すればいいのかを考える。 

 

Ｔ：「絵や図で表す」を使っている人は，問題から分かっていること（仮定）を図にか

き込んでいるね。まだできていない人はかき込んでおこう。 

Ｔ：「求めたいことからさかのぼる」の求めたいことは何かな？ 

Ｔ：どの三角形を使えばいいのか分からないという声があったけど，三角形の合同を示

したら，どうしてＢＥ＝ＣＤが言えるの？ 

Ｔ：そうだね。合同な図形の性質が使えるね。３組の三角形の中で，どの三角形が合同

であることを示してもＢＥ＝ＣＤは言えそう？ 

Ｔ：使う三角形が少し絞られたね。では，図を見てみよう。書き込んだことを使えるの

はどちらの三角形の組かな。△ＡＢＣは二等辺三角形だね。等しいのは辺だけ？ 

Ｔ：今書き込んだ角も使えるのは，どちらの三角形かな？ 

Ｔ：使う三角形が分かったね。考えやすいように三角形に色をつけておくといいね。こ

れも「絵や図で表す」を使うことになるね。 

Ｔ：合同が言えるためには，何が分かればいい？ 

Ｔ：仮定だけだと合同条件が使えないね。図を見て，他にどの辺や角が等しいことが分

かれば，△ＥＢＣと△ＤＣＢの合同が言えるのか考えてみよう。 

Ｔ：結論が言えるために，何が言えればいいかをさかのぼって考えていくことで，仮定

から結論までつながったね。（構造図を見せる） 

 

○証明を書く。 

 

○使った「数学の技」について振り返る。 

 

 Ｔ：証明を考えるとき，「求めたいことからさかのぼる」を使うことは，結論が言える

ために何が言えればいいのかというふうに，戻って考えていくことだね。どの三

角形を使っていいか分からなかった人も，そうやって考えることで，どの三角形

の合同を示せばいいのかが分かったね。（構造図を振り返る） 

 Ｔ：「絵や図で表す」を使うことは，分かっていることを図にかき込んだり，使う三角

形に色をつけたりすることだね。分かっていることをはっきりさせることで，何

を考えればいいのかが分かりやすくなるね。 

 

○練習問題を解く。 

 

○本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ：どの三角形を使えばいいのかよく分からなかった。 

 

 

 

 

 

 

Ｓ：２番！ 

Ｓ：…１番？ 

 

 

 

 

Ｓ：（仮定を図にかき込んでいく） 

 

Ｓ：ＢＥ＝ＣＤ 

Ｓ：対応する辺とか角が等しくなるから。 

  合同な図形の性質が使える。 

Ｓ：…左の三角形以外！（結論であるＢＥとＣＤが含ま 

れている三角形を使えばよいことに気付く） 

Ｓ：底角も等しい。 

（図に印をかき込んでいく様子が見られる） 

Ｓ：真ん中の三角形！ 

Ｓ：（三角形に色を付ける） 

 

Ｓ：合同条件に合う辺と角が分かればいい。 

Ｓ：（ほとんどの生徒が共通な辺ＢＣ＝ＣＢを見付ける 

  ことができ，図に印をかき込んでいる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣがあります。 

Ｂ，Ｃから，それぞれ，ＡＣ，ＡＢに垂線ＢＤ，ＣＥをひくとき，ＢＥ＝ＣＤであることを証明しなさい。 

全体で振返りを行っ

た後，生徒は，「学

習スキルを使ったこ

とでどうだったか」

をワークシートに記

入した（Ｐ２８資料

３）。 
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(3) 考察 

  ア 【検証の視点Ⅰ】「学習スキルの獲得度の上昇」について 

    例題において，学習スキルを意識して問題解決に取り組んだことが，学習スキルの獲得度を上

げることにつながったかを検証した。ここでの獲得度を上げるとは，学習スキルを「どう使えば

よいのか」に対する知識を獲得すること，使うことの有効性を感じることを表している。本時の

問題解決において，必要である「求めたいことからさかのぼる」，「絵や図で表す」スキルについ

て，表１のように考えた。 

 

 

どんな学習スキルか 
本時の学習において 

どう使うか 
使うことのよさ 

「どう使えばよいのか」に対

する知識を獲得することで，

どのような姿が見られるか 

求
め
た
い
こ
と
か
ら 

さ
か
の
ぼ
る 

求めたいことが分かるには

その前に何が分かればよい

のか，それが分かるために

は更に何が分かればよいの

か，というように前に戻っ

て考えていく。 

結論を言うためには，どの三角

形の組が合同であることを示せ

ばよいのかを考え，更にその三

角形の組が合同であることを言

うためには，どの等しい辺や角

を示せばよいのかを考えてい

く。 

仮定から結論までの道筋を考

えやすくなる。 

・どの三角形の組が合同であ

ることを示せばよいのかが

分かっている。 

・仮定から結論までの道筋が

つながっている。 

絵
や
図
で
表
す 

問題から読み取れること

を，絵や図，表などに表し

て整理する。または，対象

の図にかき込む。 

説明の図に，仮定をかき込んだ

り，使う三角形の組に色を付け

たりして，分かっていることを

はっきりさせる。 

分かっていることがはっきり

することで，仮定以外で三角

形の合同を示すのに必要な等

しい辺や角が見付けやすくな

る。 

証明が図の中で整理される。 

・図に仮定がかき込まれてい

る。 

・仮定以外で三角形の合同を

示すのに必要な等しい辺や

角を見付けることができて

いる。 

     

このことから，その学習スキルを「どう使えばよいのか」に対する知識を獲得したかについ

て，事前テストと練習問題のワークシートの記述等を比較することで検証を行った。使い方に対

する知識を獲得することで見られる姿をＡとＢ，獲得していない姿をＣとして基準を定め，比較

した（図３）。今回の検証では，事前テストの段階で，２つの学習スキルについて，使い方に対

する知識をすでに獲得していると考えられる生徒（４名）は対象から外し，そうでない生徒（27

名）を対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「求めたいことからさかのぼる」，「絵や図で表す」スキルを「どう使えばよいのか」に対する知識の獲得 

表１ 本時における「求めたいことからさかのぼる」，「絵や図で表す」スキルについて 

「求めたいことからさかのぼる」スキル 

Ａ：仮定から結論までの道筋がつながっている。 

 

Ｂ：仮定から結論までの道筋はつながっていないが， 

どの三角形の組が合同であることを示せばよいの 

かが分かっている。 

 

Ｃ：どの三角形の組が合同であることを示せばよいの 

かが分かっていない。 

 

「絵や図で表す」スキル 

Ａ：仮定以外で三角形の合同を示すのに必要な等しい 

辺や角を見付けることができていて，合同条件に 

合う根拠がそろっている。 

 

Ｂ：図に仮定がかき込まれていて，すでに分かってい 

ることをはっきりさせている。 

 

Ｃ：図に何もかき込まれていない。 
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その結果，学習スキルを「どう使えばよいのか」に対する知識を獲得した生徒が，「求めたいこと

からさかのぼる」スキルについては７人から26人，「絵や図で表す」スキルについては６人から25

人に増加した。また，ＣからＡ，ＣからＢ，ＢからＡというように，事前テストよりも練習問題の

方が上がっていた生徒は，「求めたいことからさかのぼる」スキルが24人，「絵や図で表す」スキル

が24人であり，記述に変容が見られた（資料２）。 

 

生徒Ａは，事前テス

トでは，仮定を図に

かき込んではいる

が，どの三角形の組

が合同であることを

示せばよいのかが分

かっていないため，

それ以上進めること

ができていなかっ

た。しかし，練習問

題では，「求めたい

ことからさかのぼ

る」スキルを使うこ

とで，どの三角形の

組が合同であること

を示せばよいのかが分かっており，記述に誤りはあるが（錯角が等しいでは不十分），仮定か

ら結論までの道筋がつながっている。 

 

生徒Ｂは，事前テス

トでは，どの三角形

の組が合同であるこ

とを示せばよいのか

は分かっているが，

図にかき込みがない

ため，仮定以外で合

同を示すのに必要な

等しい角を正しく見

付けることができて

いなかった。しか

し，練習問題では，

「絵や図で表す」ス

キルを使うことで，

仮定以外の等しい辺

や角を見付け，合同条件に合う根拠をそろえることができている。 

 

 資料２ 事前テストと練習問題における生徒の記述の変容 

生徒Ａの記述 

生徒Ｂの記述 
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学習スキルを使うことの有効性を感じたかについては，例題の解決後に「学習スキルを使ったこ 

とでどうだったか」をワークシートに記述させることで検証を行った。ワークシートの記述を，図   

４のように，有効性を感じている  

記述を◎と○，そうでない記述を 

△として３つに分類すると，27人 

中26人の生徒に，２つの学習スキ 

ルを使うことの有効性を感じてい 

る記述が見られた（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性の実感と「どう

使えばよいのか」に対す

る知識の獲得を合わせて

示すと，使い方に対する

知識の獲得がＡかＢで，

有効性の実感が◎か○で

ある生徒は，「求めたい

ことからさかのぼる」ス

キルが25人，「絵や図で

表す」スキルが24人であ

った（図５）。これは， 

対象生徒の約９割に当たる。このことから，多くの生徒にとって，学習スキルを意識して問題解決

に取り組んだことは，学習スキルの獲得度を上げることにつながったと言える。 

また，振返りシートの記述から獲得度 

を上げた生徒が，練習問題で学習スキル 

を使って考えたことで，有効性の実感を 

更に深めることになったと考えられる 

（資料４）。 

今回対象外とした生徒は，今までの証明の学習の中で２つの学習スキルをすでに獲得しているの 

ではないかと考え，検証から外していたが，振返りシートからそれを裏付ける記述が見られた（資

料５）。これらの生徒にとっても，学習スキルを意識して使ったことは，自分がどのように考えて

いたかを確認することになり，別の場面

でも学習スキルを使って問題に働き掛け

ることにつながると考える。 

 

図５ 「求めたいことからさかのぼる」，「絵や図で表す」スキルの獲得度 

資料５ 生徒の振返りシートの記述 

資料３ 「学習スキルを使ったことでどうだったか」についての記述 

◎：その学習スキルを使うことのよさが，自分の言葉で示されている。 

○：その学習スキルを使うことのよさを具体的に示すことはできていないが， 

「わかりやすくなった」など有効性を感じていると見られる記述がある。 

△：有効性を感じる言葉がない。または何も書いていない。 

図４ 学習スキルを使うことの有効性を感じているかについての基準 

資料４ 生徒の振返りシートの記述 
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イ 【検証の視点Ⅱ】「問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成」について 

    問題の中の情報と既習  

の知識や技能をつなげる   

ことができたかについて 

事前と事後のテストで， 

証明の中に既習の知識を 

どのくらい根拠として使 

えていたかで検証を行っ 

た。事前テストでは３つ 

事後テストでは４つの既 

習の知識を使って証明を 

書くことになる（資料 

６）。事前と事後のテス 

トで記述を比較すると， 

既習の知識を１つも使えなかった生徒が25人から 

７人に減っていることが分かる（表２）。事後テ 

ストでは，20人の生徒が，既習の知識を根拠とし 

て使って証明を記述しており，事前テストの記述 

に比べて，根拠として使った数に増加が見られた 

（資料７）。このことは 

学習スキルを使って問題 

に働き掛けるようになっ 

たことで，問題の中の情 

報と既習の知識や技能を 

つなげることができたこ 

とを示している。 

また，既習の知識を正 

しく使って証明の記述が 

できなかった生徒につい 

ても，事前テストでは白 

紙であった解答が，事後 

テストでは図のかき込み  

や証明の記述が見られる 

ようになっていた。振返りシートの記術      

からも，前向きな気持ちを感じることが  

できた（資料８）。問題にどう対応して 

いいか分からなかった生徒にとって，学 

習スキルを使って問題に働き掛けたこと 

が，解決に向けて取り組んでいこうとす 

る姿勢につながったと言える。 

 

 

表２ 生徒の記述で，証明の中に既習の知識を根拠と
して使っていた数 

資料７ 事前テストと事後テストにおける生徒の記述の変容 

資料６ 事前テストと事後テストの証明の記述 

資料８ 生徒の振返りシートの記述 



 

- 50 - 

 

８ 研究のまとめと今後の課題 

 (1) 研究のまとめ 

   本研究では，問題の中の情報と既習の知識や技能を関係付ける力の育成を目指し，学習スキルを

意識して問題解決に取り組ませる学習指導の在り方を探った。例題の解決において，学習スキルを

使って考えたり使った学習スキルを確認したりする活動に取り組ませたことで，生徒は，学習スキ

ルを「どう使えばよいのか」に対する知識を獲得し，使うことの有効性を感じること（＝学習スキ

ルの獲得度を上げること）ができた。その結果，自分で学習スキルを使って問題に働き掛け，問題

の中の情報と既習の知識や技能をつなげていく生徒が増えた。また，問題にどう対応していいか分

からなかった生徒に，解決に向けて取り組んでいこうとする姿勢が見られるようになった。 

これらのことから，学習スキルを意識して問題解決に取り組ませる学習指導は，問題の中の情

報と既習の知識や技能を関係付ける力を育成するのに有効であったと言える。 

 (2) 今後の課題 

 本研究の実践を通して，より多くの生徒が学習スキルを使って問題に働き掛けていくようにな

るために，今後は以下のことに取り組んでいきたい。 

・単元に合わせ，学習スキルの獲得度を上げていくと共に，生徒が自分で選択して学習スキルを

使っていくことができるように，「どんな時に使えるのか」に対する知識を獲得させていくこと 

・学習スキルの一覧表について，内容や提示方法を考えていくこと 

・学習スキルを使うことの有効性をより感じる学習指導法を探っていくこと 
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